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気仙沼市立大谷小学校における学校防災・防災教育の特徴：

「宮城県地域連携型学校防災体制等構築推進事業」のモデル校としての実践を通して

佐藤　翔輔

１．はじめに

2011 年東日本大震災を受けて，宮城県教

育庁は，いかなる災害においても児童生徒

等の命を守れるよう，大川小学校事故の教

訓や宮城県学校防災体制在り方検討会議報

告書の提言等を踏まえ，児童生徒等や教職

員の災害対応力の養成や，地域の災害特性

を踏まえた地域ぐるみの学校防災体制の構

築等が求められた。このことから，宮城県

教育庁は，大学等専門機関の助言等をもと

に，地域や関係機関等と連携した学校防災

マニュアルの見直しや避難訓練等を行うと

ともに，教職員及び児童生徒等に対し，様々

な状況下での災害にも対応できる判断力や

命を守る行動力の育成を図る取組を行うな

ど，各学校の参考となるような地域ぐるみ

の新たな学校防災体制等の構築に係る優良

事例を創出し，その成果を広く普及するこ

とにより，県全体における学校防災の一層

の推進を図る「地域連携型学校防災体制等

構築推進事業（以下，推進事業）」が実施さ

れた 1）。同事業では，1）地域や関係機関と

連携した学校防災マニュアルの見直し及び

避難訓練の実施，2）地域と連携した災害特

性を共有するワークショップ等 の実施，3）
教職員の災害対応力を養成する校内研修の

実施，4）被災地訪問等を取り入れた児童の

防災意識を高める防災教育の実践を実施す

ることが求められている。

気仙沼市立大谷小学校は，2021 ～ 2022 年

度の 2 年間，宮城県教育委員会及び気仙沼市

教育委員会より，推進事業のモデル校として

指定を受けた 2）。同校は，東日本大震災の発

生時には津波によって校舎 1 階部分，体育館，

プールが浸水の被害を受けた。3 割の児童が

住まいを失い，多くの児童とその家族が避難

所での生活を余儀なくされた。校庭にはプレ

ハブ仮設住宅が建設され，長い間使用するこ

とができなかった。

筆者は，事業のなかで同校の学校防災アド

バイザーを担当した。本稿では 2 年の間に行

われた同校の取り組みのうち，特筆すべき活

動について紹介する。

２．大谷地区幼小中公防災連携協議会と

合同訓練（実践１：地域や関係機関

と連携した学校防災マニュアルの見

直し及び避難訓練の実施）

同校が位置する気仙沼市大谷地区には，「大

谷地区幼小中公防災連携協議会」という組織

が 2013 年に設立された。同協議会は，その

組織名のとおり，地区内の幼稚園，小学校，

中学校，公民館が防災上の連携を行うための

協議会である。多くの地域では，それぞれの

学校・施設が，それぞれの時期・タイミング・

想定で訓練を行われているが，同地区では，

これらの学校・組織が同一想定で，同時に合

同で避難訓練を行うこととしている。実際の

災害での状況を再現する，より実践的な避難

訓練であると言える。コロナ禍の影響で，し

ばらく同協議会および合同の訓練は，開催さ

れていなかった。推進事業をきっかけに 2021
年度より再開された（写真 -1）。同協議会には，

気仙沼市危機管理課，大谷地区振興会連絡協

議会，学校防災アドバイザーも参加する。

同協議会の意義は，「顔が見える関係」を

構築することができることである。災害が

起きたときに，地域内ではじめて顔を合わ東北大学災害科学国際研究所
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枠組みがあったからこそ，連絡・交渉がスムー

ズに実施できたと言える。また，雨天となっ

た 2 回目においては，中学生が小学生を，小

学生は幼稚園生を気遣う場面も見られ，幼小

中公の合同で協議会・訓練を行う効果を大き

さが確認できた。

アドバイザーを担当した筆者としては「草

刈り」「お礼」を重要視した。同地区の避難

場所は，高台にある空き地となっている民地

である。この避難場所の草刈りを，4 学校・

施設の教職員が行うことと，訓練後に所有者

や地域で草刈りに携わった住民に児童生徒か

らお礼を伝えることを要望した。避難場所に

なっている民地は，同地区共通・共有の資源

であること踏まえての提案である。草刈りを

行うこと，訓練後に児童生徒からお礼を伝え

ることは，この地域共有・共有の資源を維持

するうえでは必須であると考えた。特に，草

刈りについては，避難環境の維持管理および

避難経路の確認の機能を有しており，これを

地域で実施していた岩手県洋野町八木では，

東日本大震災において犠牲者ゼロであった 3）。

大谷地区においては，2021 年からこの「草

刈り」「お礼」の 2 つはつづいている。

３．保護者や来訪者に向けた防災学習の発

表（実践２：地域と連携した災害特性

を共有するワークショップ等の実施）

大谷小学校では，3 ～ 6 年生が保護者に向

けて，総合的な学習の時間に学んだ防災学

習の成果を学習発表会で披露した（写真 -3）。

写真 -1　大谷地区幼小中公防災連携協議会

せるのではなく，合同訓練の開催を目的にし

て，訓練内容のすり合わせ・調整を行うプロ

セスによって，関係性を構築することができ

る。2022 年 4 月に幼稚園近くで大規模な火

災が発生した際には，「津波」「火災」とハザー

ドや発生時間の想定が異なるものの，日頃の

関係性をもとに園児の緊急退避において，関

係者間で連携して臨機応援な対応がとられた。

大谷地区幼小中公合同避難訓練は，2021
年 6月 22日，2022年 6月 6日に実施された（写

真 -2）。1回目の訓練では，一度に多くの児童・

生徒が移動することによって合流地点等にお

いて滞留が発生し，衝突の危険や移動速度の

遅延が観察された。これは。合同にて一斉の

タイミングで実施したことが初めて明らかに

なった事態である。このことを受けて，幼稚

園では民地を活用した短縮ルートの開拓，小

学校の避難ルートの変更を行い，2 回目の避

難訓練ではスムーズな移動が実現した。前者

の民地を短縮ルートの活用は，連携協議会の

写真 -2　大谷地区幼小中公合同避難訓練
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3 年生は，総合的な学習の時間「身近な場

所の避難の仕方を考えよう」の導入段階で，

地域防災について焦点を当てた地域探検を

行った。学校周辺の地形や標識を調べたり，

地域の方にインタビューしたりしながら震

災への理解を深め，学んだことをグループ

で話し合って整理し，防災マップを作成し，

同成果を学習発表にて発表した。6 年生は，

総合的な学習の時間「探ろうふるさと，考

えよう大谷の未来」で大谷地区のまちづく

りについて学び，その視点の一つとして大

谷地区の防災について学習した。「大谷里海

づくり検討委員会」の三浦友幸氏から，大

谷地区における東日本大震災の被害の様子

や復興に向けての住民の思いなどを聞き取

り，大谷地区の防災に対する理解を深め東

日本大震災の被害の様子や防潮堤の役割を

それぞれ発表した。

大谷小学校区内には，2021 年 3 月に開業

した道の駅「大谷海岸」がある。気仙沼市

で唯一の道の駅であり，多くの観光客で賑

わう場所である。この道の駅には，施設内

にある「観光情報コーナー」に 6 年生が作

成した「防災ポスター」を展示した。展示は，

主に観光客が多く集まる夏休み期間に行っ

た。

この 2 つの取り組みは，「もしかしたら関

心が高くない大人」を巻き込む効果が期待さ

れる。地域住民にとっては，なんらかの防災

の説明会を開催する場合，一定以上の関心を

もつ人に参加が限られるだろう。道の駅を訪

れる観光客にとって，観光スポットに，例え

ばハザードマップが掲示されていても，それ

に目を向ける人も多くないことが想像される。

それが「うちの子ども・孫の発表」であるこ

とや，「観光で訪れた先の子どもたちの取り

組み」であることは，より多くの大人の目に

触れることにつながる。定性的な観察結果で

はあるが，学習発表会には保護者から高い関

心が寄せられ，道の駅では足をとめる観光客

が多くいた。

４．災害伝承の活用（実践２：地域と連

携した災害特性を共有するワーク

ショップ等の実施，実践３：教職員

の災害対応力を養成する校内研修の

実施）

大谷小学校の近くには「お地蔵様」があ

る（写真 -4）。東日本大震災発生時に，大谷

地区住民の避難誘導に当たって命を落とし

た千田浩二警部をしのんで建立された。警

部は明るく人柄がよく，地域の祭りなどに

も積極的に参加するなど，地域のみなさん

に慕われていた。震災当日は，警部の「逃

げろ」の呼び掛けで助かった方が大勢いた。

毎朝，小中学生や地域の方々が頭を下げて

手を合わせて拝む姿が見られる。東日本大

震災発生時はまだ生まれていなかった子供

たちも，「お地蔵様」を通して地震・津波へ

の対応を意識しながら生活している。児童

のなかで自然と受け継がれている日課であ

写真 -3　学習発表会（地域と災害特性を共有する防災発表会）
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る。お地蔵様の周辺には，特段説明書きの

ようなものはない。このお地蔵様の由来等は，

むしろ異動で着任する教諭側が知らないこ

ともある。お地蔵様の由来等についてまと

められたニュースアーカイブ 4）等を全職員

で視聴することなっている。

宮城県復興支援・伝承課では「みやぎ災害

伝承ポスターコンクール」を開催している。

災害伝承をテーマとするポスターを小学生・

中学生・高校生夏から 9 月にかけて募集して

いる。後述するように，大谷小学校では 4 年

生が市内にある「気仙沼市 東日本大震災遺

構・伝承館」を訪問したうえで，全員がポス

ター作成し，同コンクールに応募した。小学

生部門 13 受賞作品のうち，同校児童の生徒

作品は，特別賞（写真 -5），優秀賞，佳作 3
件と計 5 件が占めた。

５．震災遺構の訪問による教員研修と防

災教育を取り入れた教員研修（実践

３：教職員の災害対応力を養成する

校内研修の実施，実践４：被災地訪

問等を取り入れた児童の防災意識を

高める防災教育の実践）

教職員は「石巻市震災遺構 大川小学校」

と「気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館」に，

児童は「気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館」

にそれぞれ，研修・防災教育のために訪問し

ている（以下，大川小，気仙沼伝承館，写真

-6）。気仙沼伝承館は 2019 年 3 月に，大川小

は 2021 年 7 月に公開となっている。同訪問

の前時点において，教職員・児童とも気仙沼

伝承館に行ったことがある人はわずかであっ

た。大川小は，オープン間もないということ

もあるが，1 人の新任教諭を除いて訪問歴の

ある教職員はいなかった。このような「あま

り行ったことがない」というのは，東日本大

震災の被災地でよく見られる状況である。同

校では，推進事業がきっかけとなり，訪問が

実現した。また，コロナ禍の影響で，都市部

への校外学習や修学旅行が控えられ，震災遺

構等の訪問にシフトした学校が多くなったこ

とで，被災地学校の訪問は昨今増えてきてい

る傾向にある。

気仙沼伝承館では，4 年生児童から「当時，

私達は小さくて何も覚えていません。ここに

いる大人のみなさんに聞きたいのは『当時』

の雰囲気です。教えてください」と伝承館ス

タッフや教諭に質問が投げかけられた。この

質問がきっかけで，児童と大人の間に対話が

生まれた（写真 -7）。「子どもからなかなか

聞きづらい」「大人からも，積極的には話し

づらい」そのような被災地における「見えな

い壁」が壊れた，時間であった。対話が終わっ

て，バスのって帰るころの児童達の顔はとて

も晴れやかだった。「被災の実際・実物を自

分の目で見る」ことの意義は大きく，その後

の教職員や児童が推進事業に取り組む姿勢が

大きく変わったことは言うまでもない。その

ことは，前述のみやぎ災害伝承ポスターコン

写真 -5　特別賞を受賞したポスター

写真 -4 大谷地区にある千田浩二警部をし
のんで建立されたお地蔵様
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クールにおける児童の活躍や後述の教職員の

「全員プレー」の様子からもよく分かる。

６．おわりに代えて：「たより」と「全

員プレー」

ここまで紹介した内容は，同校が推進事業

のなかで「見て分かりやすい，かつ特徴的な

活動」に焦点を当てて，若干の考察を加えた

ものである。一方，大谷小学校の取り組みに

おいては「決して華やかではない，地道な取

り組み」が常にあった。

一つは，「大谷地区防災だより」の発行で

ある（写真 -8）。これは，前述した大谷地区

幼小中公防災連携協議会の事務局である大谷

小学校が，大谷地区の安全・防災に関する情報，

幼稚園・小学校・中学校の防災教育活動，合

同避難訓練の説明・ふりかえり，地域内の協

力者（避難場所やルートの提供者）の紹介な

どを掲載して，年に 2 回，地区内に配布・掲

示している。これが，「学校の活動の見える化」

写真 -6 大谷小学校による震災遺構の訪問（左：教職員による石巻市震災遺構 大川小学校の訪問，
右：4 年生児童による気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館の訪問）

であり，地域と学校の関係性構築につながっ

ている。

もう一つは，同推進事業を「全員プレー」

として全教員で対応にあたったことである。

授業研究においては，あるクラスの防災授業

に全教員が参加し，その放課後に「事後検討

会」が開催され，グループワーク形式で当該

に対する徹底的な検証・ふりかえりが実施さ

れた（写真 -9）。前述の合同避難訓練や学習

発表会を含めて，全教員が防災教育に取り組

んでいる。学校での防災教育や学校防災は，

一部の担当教員にまかせがちになるところも

少なくない。こういった「全員プレー」が，

充実した防災教育や学校防災には欠かせない。

最後に，2022 年 12 月に実施された地域と

災害特性を共有する防災発表会において，6
年生の発表の最後に，児童がこれまでの学

びを総括して話した言葉を掲載する（表 -1）。
大谷小学校の取り組みは，実績研究報告書 5），6）

にも詳しい記載がある。あわせて参照された

い。

写真 -7　気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館でのふりかえりの様子
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表 -1　一連の学習を終えて，学習発表会の場において 6 年生が総括した言葉

謝辞

気仙沼市立大谷小学校の鈴木久美校長，菅

原基主幹教諭（当時）をはじめ，同校の教職

員・生徒，大谷地区幼小中公防災連携協議会，

宮城県保健体育安全課の関係者の皆様に感謝

申し上げる。
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